
安心・安全に暮らせる農村に向けての

ICT活用



河北町：山形県のほぼ中央に位置し，町域の大
半は最上川と寒河江川に囲まれた沖積平野。
かつては紅花など最上川
舟運の集散地として栄え，
現在の主産業は，農業
（水稲），スリッパ製造。

山形県河北町の概要

山形県

河北町

農家戸数は減少傾向。

農家人口で65歳以上が占める割合は、
34.9%（H２２）→41.0%（H27）：高齢化の進行



元泉地区での地域づくり

• 農地・水・環境保全向上対策（現・多面的機能支払付金）
の開始（2007年）に合わせて地域保全組織を立ち上げ、
農村の担い手育成に向け、さまざまな活動

地元の小学校と連携し
「おらだ田んぼの子ども博士

養成講座」開設

GISによる地域資源の見える化



スマート活用で安心・安全な農村を目指して

地域の水管理施設のスマート化（通年対応）キーワード

生産者にやさしい

水管理の省力化を実現

→ 規模拡大も楽々，CO2削減も。

施設管理者・地域にやさしい

ICTと田んぼダムによる排水管理

→ 事故を防ぎ，下流側も減災。

生きものにやさしい

「ふゆみず田んぼ」でハクチョウ飛来

→ 生産米の付加価値向上に活用。



生産者にやさしいスマート水管理

分散ほ場７筆に設置

水管理のための見回り回数が半減！



生産者にやさしいスマート水管理

集約化された複数ほ場には，配水ゲートの自動化と高さの調整が
要らない堰板（せきいた）の開発により，一括給水を実現。

フラップ式
自動ゲート

駆動用アクチュエータによる
既設ゲートの自動化

一括給水の現地実証結果



管理者・地域の安全を守るスマート排水施設

後を絶たない大雨時の「田んぼや水路を見に行って」の被災

高齢者ほど事故
になりやすい

農業水利施設（排水水門）は土地改良区が
管理。

職員が現地に行かなければ操作できないが
夜間や豪雨時には危険が伴う！



管理者・地域の安全を守るスマート排水施設

地区内の用水・排水兼用の水門を遠隔操作可能に。

R4年5⽉-8⽉の操作回数：18回
（ON/OFFを9回）

通常時の⽤⽔管理に加え，豪⾬（8/3）時に
開⾨操作を実施。

→ 操作員の事故リスクを回避。

既存の水門を自動化



管理者・地域の安全を守るスマート排水施設

令和２年７月豪雨で河北町も被災

水田落水部に流量を制限する調整板を設置
することで，水田からのピーク流出量を制御
→ 雨水の一時貯留機能を強化

田んぼダム

中干しなど水田を乾かすときには影響も。



管理者・地域の安全を守るスマート排水施設

遠隔操作可能な排水ゲートの設置で，「田んぼダム」機能と中干し
など速やかな排水要求を両立。

→ 取り組みを地域に拡げ，下流域の浸水リスクを低減



地域の生きもの（地域資源）の見える化

「ふゆみず田んぼ」の実施で，町内で唯一ハクチョウが飛来。

また，地区全体で生物相が豊か。

初冬と早春のハクチョウ飛来時には，
地区外からも見に来る方も多い。
→ 地区の楽しみとして風物詩に

「小さな生きもの」より、鳥類など
大きな生きものが親しみやすい。 希少種（無農薬田）

イトトリゲモ
（山形県絶滅危惧Ⅱ類）

アオサギ（指標鳥類）



地域の生きもの（地域資源）の見える化

大型鳥類対応のクラウド型自動記録システムを地区内に設置し、
ハクチョウなどの飛来情報を公開予定。

３連のライブカメラで常時観察

飛来ハクチョウをAIで識別，カウント

識別を目指すサギ類

生きものを通じた
「ふるさとへの愛着」
の喚起とともに、地区
で生産されたお米の
付加価値向上も。



安心・安全に暮らせる農村に向けてのICT

生産者にやさしいスマート水管理

ICT型自動給水栓

集約型配水システム

遠隔操作可能な排水ゲート

施設管理者の事故リスクをゼロに

水門操作のリモート化

豪雨時の下流域の浸水リスク低減

遠隔操作可能な排水ゲートによる

田んぼダム機能の強化

地域シンボル種の「見える化」

クラウド型自動識別・記録システム

効率的な
営農実現

安全な農
村に貢献

安全な地
域づくりに
貢献

地域の誇
りに貢献

担い手に

安心して，

安全に，

愛着持って，

農村に住み

続けてもら

うために。



ご清聴ありがとうございました。


